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２
月
14
日
、
江
戸
川
大
学
で

優
秀
卒
業
論
文
発
表
会
が
行
わ

れ
た
。
優
秀
卒
業
論
文
発
表
会

は
、
各
学
科
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
か

ら
優
秀
な
論
文
が
選
出
さ
れ
、

学
生
が
概
要
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

学生記者募集！
学生記者クラブは、学内外のイベントや、部活動、サークル活動などを取材します。

記事は「江戸川大学学生新聞」として発行するだけでなく、ウェブにもアップして世界に向けて発信していくプロジェクトです。
 　「Journalism」とは「発見や感動を相手に伝えること」。あなたもジャーナリストになろう！　
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江
戸
大
の
卒
論
発
表
会
は
普
通
じ
ゃ
な
い

「
喋
っ
て
」「
演
奏
し
て
」「
着
替
え
る
」

シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
も
の
。
学

科
ご
と
に
卒
論
の
内
容
に
特
徴

が
あ
り
、江
戸
川
大
学
の
研
究
・

教
育
領
域
の
多
様
性
が
あ
ら
わ

れ
て
い
た
。

　

人
間
心
理
学
科
で
は
、
多
く

　
「
卒
業
論
文
は
卒
業
の
た
め

だ
け
の
物
で
は
な
い
」。
そ
う

語
っ
た
、マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
の
隈
本
ゼ
ミ
か
ら

選
ば
れ
た
４
年
の
小
川
原
咲
さ

ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

　
「
薬
害
被
害
者
の
長
期
に
わ

た
る
検
証
活
動
で
明
ら
か
に

な
っ
た
わ
が
国
の
ワ
ク
チ
ン
行

政
の
問
題
点
」と
い
う
卒
論
だ
。

高
い
確
率
で
副
作
用
が
あ
る
と

さ
れ
、
問
題
と
な
っ
て
い
た
Ｍ

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
。
そ
れ
を
接
種

し
て
自
身
の
子
供
が
被
害
に
遭

の
論
文
が
大
学
生
の
生
活
を
心

理
学
的
に
分
析
し
て
い
た
。
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
（
現
：
現

代
社
会
学
科
）
は
、
国
立
公
園

の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
の
共
同
管
理

や
、
駄
菓
子
屋
が
担
う
社
会
的

２
０
１
３
年
２
月
14
日
、
江
戸
川
大
学
で
優
秀
卒
業
論
文
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

ど
れ
も
聞
き
ご
た
え
の
あ
る
内
容
ば
か
り
で
、
卒
論
を
書
く
学
生
の
参
考
に
な
る
。

さ
ら
に
、
発
表
方
法
が
変
わ
っ
て
い
る
の
が
江
戸
大
の
卒
論
だ
。（
文
：
片
田
正
記
）

役
割
と
い
っ
た
、
人
々
の
生

活
に
即
し
た
題
材
が
目
を
ひ

く
。
経
営
社
会
学
科
で
は
、
日

本
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
客
動

員
数
か
ら
見
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
経
営
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
的
な

視
点
が
感
じ
ら
れ
た
。
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で

は
、
日
々
の
事
件
を
マ
ス
コ
ミ

の
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
。
広

島
東
洋
カ
ー
プ
の
広
報
戦
略
、

メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ム
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
聖

地
巡
礼
が
地
域
広
報
と
し
て
有

効
な
の
か
、
と
い
っ
た
も
の
が

挙
げ
ら
れ
た
。
情
報
文
化
学
科

で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
Ｏ
Ｓ

の
変
遷
、
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
情
報
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
話
題
と
な
っ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
情
報
文
化
学
科

は
外
国
語
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
海
外
文
学
作
品
を

題
材
と
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　

市
村
佑
一
江
戸
川
大
学
学
長

わ
れ
た
栗
原
敦
さ
ん
に
実
際
に

取
材
を
し
、
そ
こ
か
ら
日
本
の

ワ
ク
チ
ン
行
政
の
問
題
点
を
あ

ぶ
り
出
す
と
い
う
内
容
。
マ
ス

コ
ミ
学
科
の
数
あ
る
論
文
か
ら

選
ば
れ
た
中
で
も
、か
な
り“
硬

派
“
な
題
材
だ
。

は
、「
各
学
科
の
卒
論
を
読
ん

で
み
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が

よ
く
で
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

優
秀
卒
業
論
文
発
表
会
に
も
っ

と
い
ろ
ん
な
人
に
来
て
ほ
し

い
。
江
戸
川
大
学
で
は
、
こ
う

い
う
研
究
を
や
っ
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
」

と
語
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
か
ら
卒
論
を
書
く
学
生

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
江
戸
川

大
学
で
は
ど
ん
な
研
究
を
し
て

い
る
の
か
興
味
の
あ
る
方
に

は
、
ぜ
ひ
来
て
も
ら
い
た
い
と

の
こ
と
だ
。

　（
上
）
情
報
文
化
学
科
の
発
表
（
右
下
）
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
の
発
表
。
実
際

に
演
奏
を
し
て
発
表
し
て
い
る
（
中
下
）
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
発
表
。
発
表
途
中

で
着
替
え
る
場
面
も
。（
撮
影
：
君
島
孝
規
）

　

小
河
原
さ
ん
が
、
こ
の
題
材

で
書
こ
う
と
決
め
た
の
は
10
月

の
始
め
で
、
卒
業
論
文
の
締
め

切
り
は
12
月
20
日
。
執
筆
期
間

は
２
ヶ
月
弱
し
か
残
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
短
い
期
間
で

完
成
さ
せ
た
原
動
力
は
な
ん

だ
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、
熱

小川原咲さん (現在は産經新聞社記者）

「
働
く
上
で
も
勉
強
に
な
り
ま
す
」

江
戸
川
大
学
Ｏ
Ｇ
小
川
原
咲
さ
ん

い
想
い
が
あ
っ
た
。「
栗
原
さ

ん
か
ら
お
話
を
伺
っ
て
い
く
う

ち
に
、
大
き
な
社
会
問
題
で
あ

る
の
に
、
こ
れ
と
い
っ
た
報
道

が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知

り
、
不
思
議
で
し
た
。
事
実
を

知
っ
て
い
く
う
ち
に
、
特
ダ
ネ

と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
地
道

な
取
材
か
ら
出
来
上
が
っ
て
行

く
も
の
な
ん
だ
な
、
と
感
じ
ま

し
た
」。

　

小
川
原
さ
ん
は
論
文
を
書
き

上
げ
る
前
に
は
産
經
新
聞
社
に

内
定
が
決
ま
っ
て
い
た
。
卒
業

論
文
は
卒
業
後
の
仕
事
の
準
備

に
役
立
っ
た
と
い
う
。「
取
材

の
仕
方
や
お
話
の
聞
き
方
な

ど
、
記
者
と
し
て
働
く
上
で
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
」。


